株式会社ビーシップ 第二創業プロジェクト『広島ソーシャルキッチン』事業構想
1. はじめに：なぜ、映像制作会社がキッチンカー事業に挑むのか
· 会社の現状と覚悟： 
· （決算書を基に）映像制作事業が直面している厳しい経営状況を正直に認め、これを会社の「第二の創業」と位置づける。
· 会社の存続と未来をかけた、再起への強い意志と覚悟を示す。
· 事業成功の核となる「人」： 
· 本事業の実行責任者は、調理師免許を保有し、長年の料理経験で培った高いスキルと情熱を持っている。
· 異業種参入の懸念を払拭する、事業成功の最も重要なアセット（資産）であることを強調する。
2. 事業コンセプト：単なる飲食店ではない、広島の「食のインフラ」へ
· ビジョン： キッチンカーの機動力を最大限に活かし、広島が抱える社会課題を「食」を通じて解決する、持続可能なビジネスモデルを構築する。
· ビジネスモデル： 「収益事業」と「社会貢献活動」を両立させるハイブリッド型事業。オフィス街やイベントで得た利益を、社会課題解決のための活動原資とすることで、慈善活動に終わらない自走可能な事業を実現する。
3. 私たちが解決する広島の3つの社会課題
· 課題①：フードロス問題 - 広島の「もったいない」を「おいしい」に
· 背景： 広島はレモン（生産量全国一）や牡蠣など、全国に誇る特産品を持つ一方で、サイズや見た目の問題で市場に出回らない「規格外品」が多数発生している 。
· 解決策： これらの規格外品を生産者から適正価格で仕入れ、調理師の技術で付加価値の高いメニュー（例：規格外レモンを使った塩麹唐揚げ、小粒牡蠣のアヒージョ）へと昇華させる。
· 公的な正当性： この取り組みは、2023年4月に施行された**「広島市食品ロス削減推進条例」**の趣旨にも合致しており、行政の方針に貢献する公共性の高い事業である 。
· 課題②：買い物難民問題 - 食で地域をつなぐライフラインへ
· 背景： 広島市、特に安佐北区（高齢化率34.7%）などでは高齢化が深刻化し、日常の買い物に困難を抱える方々が増加している 。これは過疎地域だけでなく、都市部の住宅地でも起きている問題である 。
· 解決策： 平日の収益性が低い時間帯を活用し、これらの「インパクトゾーン」を定期的に巡回。温かい食事の提供はもちろん、新鮮な野菜や日用品も扱う「マイクロ移動スーパー」としての役割を担う。
· 社会的価値： 単なる物販に留まらず、高齢者への「見守り」やコミュニケーションの機会を創出し、地域コミュニティのハブとなる。
· 課題③：災害への備え - 有事に頼られる「食のファーストレスポンダー」へ
· 背景： 平成30年7月豪雨では、広島も甚大な被害を受け、食料供給網の脆弱性が露呈した 。
· 解決策： キッチンカーの機動力を活かし、災害発生時には被災地へ駆けつけ、温かい食事を提供する「食のファーストレスポンダー」としての役割を担う。
· 実現可能性： 既に呉市ではキッチンカー組合と災害協定が締結されており 、本事業も平時から行政との連携体制を構築し、地域防災の一翼を担うことを目指す。   
4. 結論：この事業への出資が、広島の未来への投資となる理由
· 本事業は、単一のキッチンカー事業ではない。フードロス、買い物弱者、防災という3つの社会課題に同時にアプローチする、複合的な社会事業モデルである。
· お兄様からの出資は、単なる親族への支援に留まらず、広島の地域課題を解決し、持続可能な社会を構築する「未来へのインフラ投資」としての大きな意義を持つ。

